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１．目的１．目的１．目的１．目的        

 近年、ポーラスコンクリートの多種多様な用途への適用に関する報告が増えている。しかし、現状ではポー

ラスコンクリートの配合・製造技術は確立されるに至っていない。ポーラスコンクリートの強度は一般的なコ

ンクリートのように配合条件が強度を支配するのではなく、その製造条件や締固め条件にも影響を受けること

が報告されている 1)。本報告は車道用ポーラスコンクリートを対象に、締固め時間が曲げ強度に及ぼす影響お

よび動弾性係数による強度推定の可能性について実験的に検討した結果をまとめたものである。 

 

２．実験概要２．実験概要２．実験概要２．実験概要        

 使用骨材の品質を表 1に、配合を表 2に示す。結合材は

普通ポルトランドセメントおよび無機系特殊混和材を用

いた。ポーラスコンクリートの使用材料および配合条件は

振動締固めの影響を確認するた

めに、モルタル粗骨材体積比(以

下、m/g)以外の条件を固定し、無

機系特殊混和材添加量は結合材

×1/15 で一定とした。フレッシ

ュ時の締固め性の評価手法とし

て沈下法による空隙指標値 2)の

測定を行った。曲げ強度試験体の

作製方法は目標全空隙率 18％と

なる試料を計量し、表面振動機に

より振動締固めを行い、材齢７日で曲げ強度試験を行うまで 20℃

水中養生を行った。振動機の仕様を表 3に示す。また、各試験体の

動弾性係数の測定を行い、試験体空隙率および曲げ強度の推定の可

能性を確認した。 

 

３．実験結果３．実験結果３．実験結果３．実験結果        

 空隙指標値および試験体の全空隙率の結果を図 1に示す。m/g を

大きくすると振動締固め条件に依らず確保できる空隙率が小さく

なり、締固め時間や振動機の影響を受けにくい傾向であった。曲げ

強度試験結果を図 2に示す。m/g を大きくすると締固め時間による

曲げ強度の差が小さくなった。これは締固め時間による試験体の全空隙率への影響が小さくなったためと考え

られる。試験体の個々の全空隙率と曲げ強度の関係を図 3に示す。既往の文献の結果と同様に、使用材料およ 
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表表表表 1111    骨材の品質骨材の品質骨材の品質骨材の品質    

種類 骨材 
最大寸法 

表乾密度 
(g/cm3) 実積率 粗粒率 

細骨材 5mm 2.58 64.6% 2.69 
粗骨材 13mm 2.67 58.1% 6.19 

表表表表 2222    配合配合配合配合    
単位量(kg/m3) 

配合名 W/P P/S 目標 
空隙率 m/g 

水 結合材 細骨材 粗骨材 
PoC450 45.0% 77 343 171 1482 
PoC545 54.5% 88 390 195 1391 
PoC600 

22.5% 2.0 18.0% 
60.0% 93 414 207 1343 

表表表表 3333    振動機の仕様振動機の仕様振動機の仕様振動機の仕様    

用途 振動機 
の種類 

振動数 
(vpm) 

荷重 
(N) 

起振力 
(N) 

加圧面積 
(cm2) 

締固め 
時間(秒) 

空隙指標値 振動台 2850 39 823 78.5 0~120 
試験体作製 表面振動機 3000 294 1373 400 30~120 
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図図図図 1111    空隙率測定結果空隙率測定結果空隙率測定結果空隙率測定結果    
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び振動機が同じ条件であれば空隙率と強度には線形関係が成り立

つものと考えられる。 

セメント空隙比(以下、c/v)と曲げ強度の関係を図 4 に示す。超

硬練りコンクリート研究委員会報告書 3)によれば、空隙が存在する

コンクリートの強度は c/v によって支配されるといわれており、ポ

ーラスコンクリートにおいてもセメント空隙比説の適用が可能で

あるといわれている 4)。参考値として超硬練りコンクリートの c/v

と曲げ強度の関係式を図中に示した。本試験の結果は超硬練りコン

クリートと比較して、モルタル強度が高いこと、粗骨材使用量が大

きいことから、全体的に曲げ強度が高い水準となった。回帰式の傾

きは超硬練りコンクリートとほぼ同等であった。今後、使用材料の

材料特性を確認することによって、c/v による曲げ強度の推測が可

能であると考えられる。 

 動弾性係数と曲げ強度および試験体の全空隙率の関係を図 5 に

示す。ポーラスコンクリートの圧縮強度と動弾性係数の関係は指数

式で表すことができるため、曲げ強度と動弾性係数の回帰式は指数

式とした。図 3に示す通り、全空隙率と曲げ強度は高い相関性を有

していることから、動弾性係数との関係はともに高い相関性を得る

結果となった。動弾性係数は曲げ強度より全空隙率との方がより高

い相関性を示した。今後、動弾性係数とポーラスコンクリートの物

性の関係を明らかにすることにより、非破壊による推定が可能とな

るものと考えられる。 

 

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ 

 車道用ポーラスコンクリートの曲げ強度に関して実験的検討を

行った。本実験の範囲内では以下のことがいえる。 

(1) モルタル粗骨材体積比が増大すると空隙率が小さくなり、締固

め方法の影響を受けにくくなる。 

(2) 全空隙率と曲げ強度には線形関係が成り立つ。 

(3) セメント空隙比により曲げ強度の推測が可能である。 

(4) 動弾性係数により全空隙率および曲げ強度が推定できる可能

性は高いと考えられる。 

 今後、使用骨材やポーラスコンクリートを構成するモルタルの配

合条件を変化させた実験を行い、ポーラスコンクリートの配合設計

手法の基本となるデータの蓄積を行う必要がある。 
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